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　時代が令和に移り昭和がさらに遠くなりましたが、
戦争があった時のモノの声を聴いてみませんか。今
回はこの6月までの1年間に寄贈いただいた290点を
展示します。主婦が日頃使用した日用品や家計簿、
学徒動員時に身に着けた認識票、「7つボ
タンは桜に錨」の予科練制服、愛知時計電
機作製の木製プロペラ、1945年通信隊で
広島原爆投下を事前受信した体験手記、
私設の神風特攻後続隊入隊許可證、徴兵
保険證券、尋常小学校教科書と高等女学
校教科書及び少年向け戦争小説等々が
あります。

第７回寄贈品展  「時をつなぐモノたちの声」
　　　12月7日（土）～2020年1月25日（土）（※最終日は15：00まで）

【入場料】　大人600円、小中高生200円（入館料を含む）
【関連企画】
●講演会　「核兵器禁止条約で世界は変わるか？」
　日　時　2020年2月8日（土）13：30から
　講　師　川崎 哲さん
　　　　　（ピースボート共同代表、ICAN国際運営委員）
　参加費　大人500円、小中高200円
　　　　　（入館料、入場料のほかに必要です）
　定　員　70人（電話予約が必要です。1月7日より受付開始）
●ギャラリートーク
　原爆の図丸木美術館学芸員岡村幸宣さんと大津定信さん
　日時　2020年2月29日（土）13：30から
　※入場券で参加できます。

ピースあいち企画展  原爆の図と大津定信展―核兵器のない世界のために
　　　　2020年2月4日（火）～3月28日（土）（※最終日は15：00まで）
　「ピースあいち」の原爆の図展と
しては5回目となる企画展。今回
は《第２部　火》です。描かれている
のは火に包まれる人  々― 崩れるよう
に倒れた女性、赤ん坊を抱いたまま
倒れた母親、逃げ惑う人々、道端に
転がったようにして目をつむる赤ん坊、這いつくばる老
女、誰かを助けようと足を引っ張る老人、画面いっぱい
に描かれた人 を々炎が包んでいます。
　そして、名古屋市在住で画家・書家の大津定信さん
の作品も展示します。大津さんは2001年の米国同時
多発テロの翌年にニューヨークを訪れてから、「原爆は
人類最大のテロではないか」と考えるようになり、その
後、広島や長崎、沖縄を題材にした作品を描いてきま
した。広島の爆心地近くの土や大田川の砂、平和公園
の樹木でつくった炭などを使った独自の技法で、原爆
の悲惨さを表現。そのなかから、「黒い雨」など広島、
長崎、沖縄をテーマにした５つの作品を展示します。
　さらに、核兵器を巡る世界の現在の状況に目をむけ
ます。2017年に核兵器禁止条約が国連で成立し、同
年のノーベル平和賞をICAN（核兵器廃絶国際キャン
ペーン）が受賞しました。核兵器禁止条約は核兵器の
ない世界をつくることができるのでしょうか。核兵器禁
止条約の解説パネルを展示します。

（上）丸木位里・俊　原爆の図《第２部　火》180×720cm、原
爆の図丸木美術館蔵。大津定信作品（左）ヒロシマ、ヒロシマ、
ヒロシマー（194×162cm）、（右）黒い雨（194×130cm）

展示の準備が進んでいる

　初日のオープニングイベント（11時～）では寄贈者
の方々に来館していただき、当時の体験や寄贈品な
どについてお話をうかがいます。寄贈品の一つ一つ
から戦争の一端を知っていただければと思います。

《寄贈された資料から》

海軍予科練冬制服
胸の7つボタンに錨
のマーク

木製プロペラ（全長3.9m）
愛知時計電機で作られた
水上偵察機用プロペラ

いかり



ピースあいちニュース 第33号（2019年12月）

2

　天井から床まで垂らしたコーナーバナーで仕切
られた会場に、所狭しと並んだ漫画や新聞、写真
パネルなど約100点。水木プロダクションの巡回展
の内容に、「ピースあいち」の独自色も加えました。
子ども向けにQ&A形式で作成したガイド冊子は、
見学の助けになると大人にも好評でした。「アジア・
太平洋戦争とは？」「南方戦線とは？」などの解説
で常設展に関連付けて、戦争の全体像を見てもら
うようにしました。戦時中は複数あった新聞が1県1
紙に統合されていった地元紙コーナーを工夫して
設えました。水木二等兵を模して再現した南方戦
線陸軍兵士軍装のマネキンも置きました。
　会期中の来館者は3117人。一日で300人を超
す日もありました。

　召集令状が来て徴兵され、送られたのは激戦地ラ
バウル。そこでの過酷な体験や、軍隊生活をどこか
ユーモラスに書いた『娘に語るお父さんの戦記』に
沿ってたどるお話しでした。参加者は70名。実はこれ
まで講演会をした事
がないという原口さ
んでしたが、「戦地で
誰に見られることもな
く死んだ者への思い
が強かった」「3年間
の戦争は漫画家人
生を凌ぐ大きな記憶
だった」「片腕の日常
生活に不自由を感じ

報告 ピースあいち特別展「水木しげるの戦争と新聞報道」
7月16日（火）～9月1日（日）

◆感想アンケートをご紹介します。戦場を体験した伝え手がいなく
なっていく今、水木さんが自分の役割りだと描きだした漫画は、幅
広い世代に響きました。
〇戦争の真ん中で、生死の崖っぷちで生きぬいた人間の本当の
姿を改めて知ることができました。戦争を描いた水木マンガと
手記からリアルさが伝わってきました。戦争はダメの気持ちを
深く深く感じ取らせてもらいました。（70歳男性）
〇日本の軍の被害は少ないと報道されていたのに本当は多いと
いうことを知り、どうして嘘をついたのだろうと思いました。
（11歳男性）
〇本当の戦争の姿を知ることができました。現実と報道の違いに
は落胆しますが、これが本当の日本の姿だったのだと感じまし
た。（42歳女性）

◇講演会「父 水木しげるの戦争を語る」原口尚子さん
　　　　　7月20日（土）

させない父でした」と、家族ならではのエピソードが
いっぱいでした。
　最後に、水木しげるの少年時代を描いたTV番組
で、のんのんばあを演じた女優の山田昌さんが登場

しました。初顔合わせのお二人でした
が、水木さんの思い出話にすっかり打
ち解け、会場もとても沸きました。

中部日本新聞（現中日新聞）1942年1月1日～
1945年8月16日の展示コーナー

講演会「妖怪ぬりかべと水木しげるの戦争体験」
（8月17日）の会場は満席。お話は蛸島直さん
（愛知学院大学文学部教授・民俗学）
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　秋恒例の「戦争の中の子どもたち」展は今年、二つ展示
を変えました。
　一つは沖縄慰霊の日の「平和の詩」。今年、小学6年生の
山内玲奈さんは、学校の平和学習で沖縄戦当時の写真を
見て、戦争の恐ろしさと平穏な日常のありがたさを思い知っ
たといいます。この平和がいつまでも続いてほしいとの願い
を込め、「本当の幸せ」とは何かと問いかけて朗読しました。
その全文を展示しました。
　二つ目は学童疎開の話を聞いた小学5年生が描いた絵
です。「ピースあいち」の運営委員である村上扶左雄さんは
名古屋の正木国民学校4年生の時に三重県の豊地国民
学校に集団疎開をしました。その時の体験を2016年8月、疎
開先であった松阪市立豊地小学校で全校生徒181名を対
象に話をしました。また、指導した先生が当時の学校日誌か
ら掘り起こしたことを生徒たちに話しました。これらをもとにし
て、まず、生徒たちは疎開を演劇にして発表。その後、記録
を残して次の世代に伝えようと「絵」で表現しました。脱走、
イナゴ取り、開墾、養蚕、親との面会など、素晴らしい絵にな
っています。

「戦争の中の子どもたち」展
10月1日（火）～11月30日（土）

報告

　　　森下貞子の絵手紙展
　　　9月10日（火）～10月12日（土） プチギャラリー 
　寄贈を受
けていた額
入りの絵手
紙10点と「原
爆の図」を
観ての『炎
の 中 の 母
子』を展示し
ました。83歳
の森下さん
「今絵手紙で残したいこと」と、タイトルの書に並ぶのは、
戦時中の日常を切り取った場面です。「戦争の残酷さ
が優しい絵と手書きの文章で表現されることで一層心
に突き刺さりました。」と来館者に感想をいただきました。

報告

報告

水墨画で戦争の痛みを描く
～長野県の高校生の作品展

　　　10月15（火）～11月30日（土） プチギャラリー

　長野県
佐久平総
合技術高
校で学ぶ
生徒たち
が“戦争
の痛み”
を描いた
水墨画７点を展示しました。資料をもとにイメージした戦
争ですが、墨絵と思われない迫力がありました。指導に
あたった江原一幸美術科教諭は、「人の痛みを感じ取
る事ができる想像力を持った人になってほしい」という
思いで取り組まれたそうです。

報告

peace nine展2019
9月10日（火）～9月28日（土）

　「戦争を知らない世代が『忘れてはならない戦争の悲
惨』をアートという手段で語り継いでいく」という代表者の
西村正幸さん。出品者18名は20代から70代。その平和
への思いはさまざまで、引き寄せられたり難解であったり
する。添えられたコメントやアーティストトーク（9月14日）に
耳を傾けて鑑賞が深まり、作家の思いに触れた。

ようさん
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　毎年恒例の「戦争体験語りシ
リーズ」が8月1日（木）から14日
（水）まで開催され、「ピースあい
ち語り手の会」「ピースあいち語
り継ぎ手の会」の方たちが、日替
わりで来館者にお話をしました
（最終日15日は台風接近で暴風

雨警報が発令されたため中止と
なりました）。連日、小学生とその
親世代から戦争体験者世代まで
会場はぎっしり埋まり、延べ588
人の方が参加してくださいまし
た。お話を、「ピースあいち」のボ
ランティアが報告します。

8月1日（木）
名古屋空襲、学徒勤労動員

斎藤　孝さん
（1930年生まれ88歳）

　私が生まれた翌年、満州事変
がはじまった。戦時下で物資は不
足するようになり、防空壕がいたる
所に造られ、警戒警報が鳴ると
「防空頭巾」をかぶって防空壕に避難した。昭和19
年になると授業がなくなり、学徒動員で大江にある軍
需工場の岡本工業に行き働いた。空襲は激しくなり、
20年3月には、B29が爆弾や焼夷弾を落とし、そのた
びに空襲警報が鳴った。次には清州の軍事基地で
防空壕造りをさせられた。そして8月、広島と長崎に
原子爆弾が落とされ、15日、天皇の「終戦の詔勅」
を聴いた。翌日、名古屋に帰り見上げた雲一つない
真青な空、「これが平和だ！」と思った。

8月3日（土）
学童疎開、名古屋空襲

今村　實さん
（1933年生まれ86歳）

　1944年12歳の時、自宅のある
名古屋から安城の祖父母宅へ疎
開し、その間空襲には遭いません
でしたが、12月7日の東南海地震、
45年1月13日の三河地震と2度の大きな地震に遭いま
した。1度目は土壁が落ちてしまった昼間。2度目の
地震は深夜で家は完全に倒壊、私は梁と梁の間に
挟まれましたが辛うじて助かりました。しかし、祖母は
亡くなりました。 13歳になり名古屋に戻りましたが、今
度は焼夷弾による空襲が本格的になり5月14日の空
襲で名城公園近くにあった自宅は焼け落ちて、住め
なくなってしまいました。名古屋城も焼けましたが、今
晩どこで寝るのか途方に暮れる私には何の感慨もあ
りませんでした。当時一緒に助かった妹も弟も既に亡
くなり、思い出を話せる人がなく、寂しい思いです。

8月2日（金）
満蒙開拓者の戦前戦後

平田　和香さん
（1940年生まれ78歳）

　78歳とは思えない若々しく
チャーミングな佇まいの女性である
平田さんは、「私は語り手ではな
く、語り継ぎ手です」と言われ、実
に明確に満蒙開拓者の歴史や、開拓する入植地は
北緯47度の寒冷地で、過酷な農地開拓を迫られた
仕事ぶりなど、地図を示して説明があり、具体的で、
初めて聴く者にもその労苦が理解できた。平田さん
が語り継いだ人達は、愛知県の東三河の146戸の
500余名が渡満した中の、9人の体験者である。その
記録をまとめ、『戦前・戦後をたくましく生きねばなら
なかった人たち―国策満蒙開拓に翻弄された人々
―』という冊子を作成した。

8月4日（日）
名古屋空襲―杉山千佐子
さんの体験を語り継ぐ

石川　薫さん
　石川さんは語り継ぎ手として、
語りと映像と朗読を織り交ぜて分
かりやすく杉山さんの半生を紹介
された。
　杉山さんは名古屋大学医学部勤務時代の1945
年3月、29歳の折、空襲で顔面に重傷を負い、左眼
球を喪失した。戦後、南山大学の寮母に就いた頃、
同大の教員から“戦時中の民間空襲被害者を救済
する法律”の話を聞き、1972年、「全国戦災傷害者
連絡会」を立ち上げた。 “被災者は軍人・軍属だけ
ではない” “内地も海外の戦地と同じ戦場だった” 
“戦災で死傷した民間人の戦時災害を補償する「戦
時災害援護法制定」は国の責務だ”と訴え、101歳
で亡くなるまで運動を続けた。 杉山さんらの声に政
府は門前払いを繰り返した。

夏の夏の
戦争体験語り戦争体験語り
シリーズシリーズ
20192019

夏の
戦争体験語り
シリーズ
2019
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8月6日（火）
広島原爆被爆

木下 冨枝さん
（1936年生まれ83歳）

　1945年8月6日、爆心地から1.2
キロの我が家で、学校の教科書
を読んでいた。一瞬外が真っ暗に
なり、母が頭から血を流していた。
外に出ていた姉は、背中が半分燃えていた。近くに
住んでいた叔父や叔母は建物の下敷きになり足が折
れ、祖母を助け出すのに時間がかかった。避難した
親類宅には、被爆した人々で一杯だった。そこから5
キロ先の離れに住む。火傷した姉はずーっとうつぶ
せだったが、軍医の世話で回復した。父が家を修理
し8カ月ぶりにわが家に帰った。母が心配して髪の毛
を引張ったり皮膚を確認していた。59歳で亡くなった
姉の葬儀の帰りに広島平和記念館に寄ったら「ケロ
イドの少女」として映っていた姉の後姿を発見、立ち
尽くし涙が止まらなかった。

8月8日（木）
空襲、疎開・暮らし

高山　孝子さん
（1935年生まれ83歳）

　1944年6月に疎開した。招かざ
る客が来たわけで、食べる物は貧
しく空腹で体力・抵抗力もおち、
いろいろな病気も発症した。戦争
で一番辛い、苦しい思いをするのは子供と女性と
いった弱い立場の人たち。権力・財力・情報等が
ある強い立場の人はうまく立ち回っている。こんな辛
い思いをする戦争は2度とおこさせてはいけない。人
間には言葉がある。話し合える。広い視野を持って
生きてほしい。国があって個人があるのではない。個
人があって国がある。ひとりひとりの命が一番大事。
再度言う、戦争をやっては絶対ダメ。

8月7日（水）
学童疎開、神戸空襲

島村　悦子さん
（1932年生まれ87歳）

　太平洋戦争開始から3年、サイ
パン陥落を機に本土空襲が容易
となった。敵機の来襲必至を控
え、学童疎開が実施されたのは
昭和19年9月である。
　大都市への空襲は、20年3月10日の東京をはじめ
名古屋・大阪・神戸と続いた。中でも自分が国民
学校に在籍し、集団疎開していた神戸は3回にわ
たって空襲を受け、20年3月17日Ｂ29－309機により西
半分、5月11日にはＢ29－60機、6月5日にはＢ29－350
機により東半分が大空襲を受けた。後々写真で見る
と、すごい被災だったことがわかった。不発爆弾が
防空壕に残っていたりもした。正直な気持ちとして
は、87歳の今でも小学校へ入学したい。

8月9日（金）
国民学校生活

原　宜子さん
（1934年生まれ84歳）

　戦争のため、尋常小学校が廃
止され、軍国主義教育目的の「国
民学校」が設立された。子どもら
はそこへ通うことになり、それまで
の生活は一変した。今までと校舎・教師は同じでも
教育内容に大きな違いがあった。教育勅語に基づ
き、天皇を神とする皇国思想教育であった。子どもら
の学校生活は、衣服は軍隊スタイル、教育内容、あ
らゆるところに米英敵視が込められていた。そして広
島・長崎に原爆が落とされ、ついに敗戦を迎える。
原さんは過去の歴史が記憶され、そこから学ばなく
ては過去の過ちはくり返すと、強調された。

　展示ガイドは「ピースあいち」の大切な活動の一つ。6月2
日、日頃思っていることをざっくばらんに話し合う「ガイド交流
会」を開催しました。継続を望む声が強く、10月、11月と続い
て会を持ちました。11月はグループに分かれて、ピースあいち
のガイドはどうあるべきか、また具体的なガイド方法について、
意見を出し合って発表。とても有意義な会となりました。一人
で行うガイドは毎回、「これで良かったのか」という反省があり
ます。みんなでいろいろな課題を共有して学び合い、支え合
い、より良いガイドができるチームを作っていくのが目標です。

報告 ボランティアガイド交流会
6月2日（日）・10月6日（日）・11月17日（日）

ガイド風景



ピースあいちニュース 第33号（2019年12月）

6

報告

8月10日（土）
学徒勤労動員

望月　菊枝さん
（1930年生まれ89歳）

　1944年、名古屋市立第三高等
女学校2年の2学期頃から授業は
なくなり、私のクラスは大曽根にあ
る三菱電機へ学徒動員されまし
た。日に日に工場に対する空襲の回数が増え、校長
先生の計らいにより学校で工場の仕事をすることにな
りました。
　1945年1月23日学校が空襲を受け、私の入った隣
の防空壕は爆弾の直撃で学友42名が無残な死を遂
げました。壕から出るとすり鉢状に空いた穴の周辺に
埋まっている腕、足、体の一部が目に飛び込んできま
したが、その後のことは記憶が抜け落ちています。
遺体はできるだけきれいにして遺族のもとに返された
とのことです。夜ようやく帰宅することができた私を、
父が「おぉ、助かったか」と安堵の声をあげて出迎え
てくれました。

8月13日（火）
戦後、東山動物園で生き残った
ゾウに乗って

萩原　量吉さん
（1940年生まれ78歳）

　戦争が終わって一番覚えてい
るのは、ひもじかったこと。なんで
も口に入れた。ヘビやカエルまで
も。そのころ学校から遠足で名古屋へゾウを見に行
くことになった。三重の津からゾウ列車に乗って。そ
して、東山動物園で生き残ったぞう（エルド）に乗せ
てもらった。ゾウの背中は固くて、ズボンを通してもお
尻が痛かった。その記念写真に同窓の朝鮮の子た
ちは写っていない。また、写っている同級生の中に
は、戦争で親を亡くした子もいる。人も動物も殺され
ることのない、動物園があたり前にある平和を、私たち
は努力して守っていかなくてはならないと考えている。

8月11日（日）
学童疎開

八神　邦子さん
（1935年生まれ84歳）

　八神さんは最初に今日の中日新
聞の記事「74年前、駅に子があ
ふれ」を紹介された。「今ならお盆
の帰省や旅行で駅にいると思うで
しょうが、この子たちは違います」そう言って、ご自分
の学童疎開の体験を話し始めた。1944年8月11日か
ら学童疎開が始まり、最初は伊勢神宮のそばの旅
館、1カ月半後には寺へ移った。当時9歳、小学校3
年生だった。学童疎開とは「さみしい」「ひもじい」
「かゆい」の3つだった。「さみしい」は親と離れて暮
らさなければならないこと。「ひもじい」はとにかく食料
がなく、常に食べ物のことを考えていたこと。親が持
たせてくれた胃腸薬まで食べた。「かゆい」も常に付
きまとったこと。身体はシラミ、ノミに喰われ、頭はケジ
ラミとその卵で真っ白な状態だった。

8月14日（水）
神戸空襲、疎開と戦後の暮らし

小笠原　淳子さん
（1932年生まれ87歳）

　1944年8月から学童疎開（集団
疎開）が始まった。6年生だった
小笠原さんは、次の年の3月まで8
か月間、疎開生活を送った。場所
は兵庫県の高等女学校。小笠原さんご自身が書い
た絵をかざしながら「トイレはお墓のそば。石鹸がな
いので蚤・虱が衣類や頭にいっぱい。下肥運びもし
た」と具体的に話された。食べものは、大根めし、お
かゆなどで、いつもお腹がすいていた。お手玉の中
の豆、歯みがき粉も食べた。生の銀杏を食べて亡く
なった子もいた。とにかくお腹がすいていた。―飢え
を知らない、想像することが難しい小・中学生も小
笠原さんの話を一生懸命聞いていた。

ピースコンサート
9月22日（日）

　名古屋二期会アンサンブル研究会
による本格オペラを身近に楽しめるコ
ンサートは、10回目を迎え130人もの
観客でした。楽しい演出を交えたり
し、プログラムの最後では昭和・平
成の歌を観客も一緒になって歌い、
会場が一つの感動に包まれました。

のみ しらみ

ぎんなん
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　2019年10月26・27の両日、埼玉県嵐山町の「国
際女性会館」で「平和のための博物館・市民ネット
ワーク全国交流会」が開かれました。このネットワー
クは1998年11月に第3回世界平和博物館会議に参
加した日本の関係者により結成され、平和博物館の
運営、平和博物館に関心を持っている方を会員とす
る組織です。
　今年は埼玉県川越市にある「NPO中帰連平和博
物館」が開催を準備、全国から46名が参加しまし
た。うち14団体から報告がありましたが、印象的だっ
たのは「来館者アンケートに『戦争なんてピンとこな
い』という意見があった。今後は映像やイラストをより
効果的に使って『見てわかる展示』にしていきたい」
という発表でした。
　2日目は3年に一回世界各地で開催される「国際
平和博物館会議」のジェネラル・コーディネーターで
ある安斎郁郎さんのお話で始まり、来年、京都と広
島での「国際平和博物館会議」への参加呼びかけ
がありました。
　記念講演は被爆2世で元ＮＨＫプロデューサーの

「平和のための博物館・市民ネットワーク交流会」に
参加して

シリーズシリーズ
平和を守る仲間たち平和を守る仲間たち⑦

シリーズ
平和を守る仲間たち⑦

　皆さんの座右の銘、お好きな言
葉は、なんですか？私は、やはり
【一 期 一 会】 Once in a lifetime 
experience.
　私が常々思っていることは、お一
人でも多くの方と出会い、お一人で
も多くの方のお話しに耳を傾けたい。そのひとつ「ピースあ
いち」での戦争体験のお話があります。たいへん貴重な時
間です。戦争を知らない私達に何ができるでしょうか？いつ
も考えています。
　私は、いろんなところで「朗読」をしたり、いろんな分野
の人たちとステージを創ったりしています。「ピースあいち」
のボランティアでつくる「朗読の会・オリーブ」にも参加して
います。私達表現者には、見て、聞いた事実を正確に伝え
る使命があります。ですから、戦争の悲惨さを正確に伝え
継いでいくことが、大切になると思っています。そして、ピー
スあいちには、いろんな国の人 に々足を運んでほしいと思い
ます。館内の展示を見に来てもらうためにも日本の文化をあ
わせて楽しんでもらえるといいなと考えたりしています。
　全てにパーフェクトであることは難しいけれど、それぞれの
立場でベストを尽くしたい。 It is difficult to be perfect for 
everything, but I want to do my best in each situation.

それぞれの立場でベストを尽くしたい
伊藤 真利

スピット・ファイアがやってきた！
榊山 潤

　先日名古屋空港にイギリス製の
戦闘機「スピット・ファイア」が飛来
し、一般向けの公開が行われまし
た。私も父と一緒に出向き、その銀
色の流麗な機体に見とれました。
　さて、現在の日本ではこうした兵
器、あるいは軍隊関係の物と関わる機会はほとんどありま
せん。関わることも嫌だと言われる人もいますし、平和を考
えるうえで存在そのものに否定的な人もいます。
　確かに武器とは、究極的に言えば人殺しの道具です。し
かし、先に紹介した「スピット・ファイア」は英国では「救国
の戦闘機」として人気があるそうです。またアメリカでは銃
に対する根強い執着があり、犯罪が多発しているにもかか
わらず、なかなか規制は進みません。他にも軍隊や武器
を、愛国心に利用する国が見受けられます。つまり、武器
や軍隊に対する見方はさまざまな背景で各国独特であり、
日本とも違いがあるでしょう。加えて、武器が歴史的事実を
語る資料となる点も見逃せません。
　武器や軍隊を無くせば平和に近づく、それは一つの考え
方です。一方で、それがすべての世界に通じるわけでもな
いようです。平和な世界をどのようにしてつくるのか、私たち
はこれからも広い視点に立って考えなければいけません。

ボランティアの窓

永田浩三さん。「戦争と平和をどう伝えるか」をテー
マに、主に広島の原爆についてのお話でした。
　最後に、愛知県で開かれたトリエンナーレに関し
て、「『表現の不自由展』に対する行政の介入と市民
の脅迫的言辞に関する声明」が、「全国交流会参
加者一同」の名で採択されました。

（平和のための博物館・市民ネットワーク会員
　ピースあいち理事　坂井栄子）
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■交通のご案内

【利用案内】
●開 館 日 火曜日～土曜日
●開館時間 午前11時～午後４時
●休 館 日 日曜日・月曜日・
 冬季休館（12月28日～2020年1月6日）
●入 館 料 大人 300円　小中高生 100円
●常設展示「愛知県下の空襲」「戦争の全体像・15
年戦争」「戦時下のくらし」「現代の戦争と平和」、
準常設展示「戦争と動物たち」「戦争と子どもた
ち」。ほかに、図書や戦争体験DVDのライブラリー
もあります。
●学校や団体の見学で、展示ガイドや体験談を希望
される場合は、事前にご相談下さい。
●駐車場は２台分あります（300円）。他に障がい者用
が１台分あります（無料）。

月一回の発行で「ピースあいち」の活動がタイムリーにわかる「ピースあいち・メールマガジン（無料）」。「ピースあいち」のホームページからお申し込みください!

上社西

丁田町

上社

一社
１番
出口

２番出口
バスターミナル
３のりば

上社JCT

環状302号

バスターミナル鋳物師洞

よもぎ台

じあみ

よもぎ台3

社台1

打越

平和が丘

平和が丘3

平和が丘5

平和が丘南

ほっか
ほっか亭

ダイソー

地下
鉄東
山線

GS

N

星ケ丘・栄・
名古屋駅 方面

平和公園
方面

猪高車庫
方面

藤ヶ丘方面

ピースあいち

千種高校

バス

バス
徒歩

アオキ
スーパー

駐車場２台

資料館探訪
 25

　2019年8月7日、「ピースあいち」は入館者8
万人を超えました。夏の特別企画「水木しげる
の戦争と新聞報道」展は大盛況、戦争体験
談の語り継ぎ事業も実践しています。
　「ピースあいち」の基本財源は、入館料（大
人300円・子ども100円）と会員の皆さんの年会費（正会員
6000円・賛助会員3000円）です。来館者数は、開館した2007
年は約12,000人、以後は6,000人前後で推移してきました。
　現在会員数は878名（正会員371名・賛助会員507名）で
すが、「ピースあいち」の年間経費約1,200万円には大きく足りま
せん。不足分は不確定な寄付金や助成金に頼っているのが現
状です。自主財源の確立は、まず会員の拡大です。ぜひ多く
の方に会員になっていただき「ピースあいち」を支えてください
ますよう、お願い申し上げます。

ぜひ「ピースあいち」の会員に！ぜひ「ピースあいち」の会員に！ぜひ「ピースあいち」の会員に！

●地下鉄東山線「一社」①出
口から北へ徒歩12分

●地下鉄東山線「上社」から市
バス上社11系統 「じあみ」西
へ徒歩3分

　靖国神社の中に、遊就館は1882（明治15）年、新政府軍の戦没者英霊を祭る
目的で開館された。名前の由来は中国の古典『荀子』の「君子居必択郷遊必就
士」からとったものとされるが、意味が理解できない面がある。1945（昭和20）年、
敗戦により廃館となる。1986年、再館され、現在に至る。
　22室もあり、西南戦争から大東亜戦争に至るまでの明治以後の日本の戦争で
亡くなった兵士の遺書や遺品が歴史パネルとともに展示されている。現在歴史学
的に使用しない支那事変や大東亜戦争という言葉を使用して展示しているところ
に遊就館の姿勢が出ている。
　広瀬武夫海軍中佐の像やトラトラトラ
の電文、西竹一大佐のオリンピック賞状
等々貴重なものも展示されている。
　大展示室には艦上爆撃機「彗星」や
海軍の特攻兵器人間魚雷「回天」、ゼロ
戦戦闘機などの実物やレプリカが展示さ
れている。遊就館では古来や戦国時代
の武器も展示されており、日本の戦争の
軍事資料館である。　　　　　　 （N）

●編集後記●
　この「ニュース」の毎号の記事は、当館のスタッフ、ボ
ランティアの方々が書いている。本号で執筆をお願いした
のは11人。「みんなでやる」というのが編集方針の一つ
である。ボランティアはおよそ90人。開館日には 5 ～ 6 人
が詰めていて、入館料をいただいたり、来館者の要望に
応えて展示の説明をしたりしている。
　四国の高知に「草の家」という平和資料館がある。こ
このリーダーはこんなことを語っていた。「みんなでやらな
いと続かない。愉しくやらないと広がらない」と。本館は
民設民営の資料館である。その管理運営はボランティア
の方々で支えられている。　　　　　　　　　　  （S）

日本の戦争の歴史を展示――遊就館
じゅんし

すいせい



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


